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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表も含めて分か りやす く記入のこと)
本研究では、温度 ヒステ リシスを伴 った電荷移動型相転移現象 を示す、RbMn[Fe(CN)6]錯
体 にお いて、キロヘルツ帯の誘電率について検討を行 った。100kHzでの誘電率(ε')の温
度依存性を図1に 示す。高温相の状態か ら、温度を低下することで、230Kで急激に誘電率
が減少し低温相へ転移 した。また、温度 を上げていくと、315Kで元の状態に回復 した。こ
の誘電率の温度依存性は、磁化率測定 において観測 される温度 ヒステ リシス と対応 してい
る。293Kにおける5-200kHzでの誘電率(ε")の周波数依存性では、高温相の方が低温
相 よりも大きな値を示 した(図2)。このよ うな誘電
率変化 はRbMn[Fe(CN)6]錯体が電 荷移動 に伴 って、
高温 における立方晶系か ら、低温における正方晶系
へ と構造相転移す ることによるものであると考えら
れるが、その詳細 について は現在検 討中である。具
体的には、RbMn[Fe(CN)6]錯体 においてRbイ オン
をCsイ オンに置換 した錯体 を得ることが可能であ
る。そ こで、CsxMn[Fe(CN)6]y錯体 を合成 し、その
相転移現象 について検討を行 っている。現在の とこ
ろ、異なる組成のCsxMn[Fe(CN)6]y錯体が得 られて
いる。Cs1.51MnⅡ[FeⅡ(CN)6]0.51[FeⅢ(CN)6]0.49錯体では、
図3に 示す ような温度 ヒステ リシス を伴った電荷移
動型の相転移現象を示 した。その一方で、高温相、
低温相ともに立方晶系であり、結晶系は変化 しなか
った。今後、得 られた錯体 における誘電率を測定す
ることで、本系における電荷移動相転移に伴った誘
電率変化についての知見が得 られると考 えている。
さらに、本系は、外場である光 ・圧力によって高
温相 と低温相のスイ ッチングが可能で ある。また、
Rb含有量をコン トロールす ることによ り、相転移温
度を制御することができる。 これ らを利用する こと
で も、外場による誘電率のスイッチ ングや誘電率が
変化する温度 を制御す ることが可能にな ると考 えら
れ、今後検討を行 ってい く予定である。
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